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る。高齢者（Older Adults）の定義は，65 歳以上であり（WHO, 2017），現代のわが
国における高齢者の人口は 3186 万人（平成 25 年 9 月 15 日推計）で，総人口に占め
る割合は 25.0％となり，人口，割合共に過去最高となった。男女別にみると，男性
は 1369 万人（男性人口の 22.1％），女性は 1818 万人（女性人口の 27.8％）と，女性
が男性より 449 万人多い。高齢者人口の総人口に占める割合は，昭和 60 年に 10％を
超え，20 年後の平成 17 年には 20％を超え，その 8 年後の平成 25 年に 25.0％となり，
初めて 4 人に 1 人が高齢者となった。国立社会保障・人口問題研究所の推計によると，
















































































関する知識を問う設問で全 14 問（うち，4 問が一部自由記述式）
②縦型／横型―個人主義／集団主義尺度 (Triandis & Gelfland, 1998）.
縦型個人主義・横型個人主義・縦型集団主義・横型集団主義から各 4 問で合計 16 問。
③高齢者に対する態度・認知 (Kogan, 1961）
高齢者の住居，行動様式，生活習慣，能力，性格的特徴についての認知・イメージ
を問う設問で，肯定的意識・否定的意識が各 17 問で合計 34 問。




















１年 ２年 ３年 ４年 その他
性別 男子 104 18 9 4 4 139
女子 167 27 13 7 4 218



















































24 (6.6%) 77 (21.1%) 69 (18.9)% 112 (30.7%) 81 (22.2%)
問5 あなたの考えでは , 何歳から「高齢」になると思いますか。
65 歳 60 歳 70 歳 75 歳 80 歳 55 歳
118 (32.4％) 104 (28.6%) 98 (26.9%) 12 (3.3%) 9 (2.5%) 7 (1.9%)
問6 将来の職種として , 高齢者と働くことを計画していますか。
はい いいえ おそらく わからない
27 (7.4%) 165 (45.2%) 52 (14.2%) 120 (32.9%)
問7 将来の職種として , 子どもと働くことを計画していますか。
はい いいえ おそらく わからない
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は，高い順に 65 歳（32.4％），60 歳（28.6％），70 歳（26.9％），75 歳（3.3％）となり，
WHO や厚生労働省における「65 歳以上」としている割合が回答者の約 3 分の 1 とな
り，逆にそれより若い「60 歳」「55 歳」（1.9％）としている割合が 3 分の 1，65 歳よ
























































　次の設問は，老人学に関する内容の授業の履修経験を問うもの（問 12 － 1：今ま
でに老人学に関する内容が含まれている授業を履修したことはありますか）となって















































（F(1，355)=2.67， p<.01），自尊感情（F(1，355)=2.93， p< .01）が男子が女子よりも
因子名 性差 （ｔ/p値） 学年差 全体 男子 女子
















2.69（.021*) 1 年 > その他 , 
2 年 > その他 , 3 年 > その他 , 











































因子名 1 年 2 年 3 年 4 年 その他   最高



































































































　「高齢者に対する態度・認知」は男子が 152.49 点，女子が 155.21 点と女子が若干高
いが，統計的に有意な差はなかった。「老化に対する不安」は男子が 42.71 点，女子






　学年の主効果については，「縦型集団主義」（F(1, 352)=2.69， p< .05）のみ学年に
よる有意な差が見られた。Tukey の HSD 法による多重比較をおこなうと，その他




























横型個人主義    .32** ―
縦型集団主義    .02 －.02 ―
横型集団主義    .08 －.08    .44** ―
高齢者に対する 
態度・認知 －.16** －.08    .27**    .25** ―
老化に対する不安    .14** －.04 －.16** －.26** －.42** ―
自尊感情    .10    .14*    .17**    .19**    .09 －.21** ―

















「何歳から高齢になるか」の設問については，65 歳，60 歳以下，70 歳以上と大きく
分けて回答パターンが 3 つに分かれていることが示された。高齢者との労働経験につ
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Part2：あなたの考えにあてはまる数字を 1～9 から選んで，空欄に記入してください。 
Part3：あなたの考えにあてはまる数字を 1～7 から選んで，空欄に記入してください。  
Part4：あなたの考えにあてはまる数字を 1～5 から選んで，空欄に記入してください。 





Part 1：基本情報 : あなた自身についてあてはまるものに〇をつけてください。 
 
●性別： 男性 女性   
●年齢：（     ）歳 
●学年： 1年  2年  3年  4年  5年生以上   その他（          ） 
●学部： 法・経済・経営・文・教育・理工・看護・国際教養   その他（        ） 
●兄弟の数（自分を含めず）： 0  1  2  3人以上 
●人種： 日本人  それ以外の国籍：（             ） 
 
1． あなたの幼少時，祖父母や他の高齢の親戚と共に生活していたことはありましたか。   
（はい・いいえ） 
2．幼少時に，どの程度祖父母や高齢の親戚と時間を共に過ごしましたか。 
（全く過ごさなかった  少し過ごした  まあまあ過ごした  時々過ごした  かなり頻繁に過ごした） 
3．成長した後で，どの程度祖父母や高齢の親戚と近しい関係を持っていますか。 
（全く関係を持っていない 少し持っている まあまあ持っている 時々持っている かなり頻繁に持っている） 
4．現在，どの程度祖父母や高齢の親戚と近しい関係を持っていますか。 
（全く関係を持っていない 少し持っている まあまあ持っている 時々持っている かなり頻繁に持ってい
る） 
5．あなたの考えでは，何歳から「高齢」になると思いますか。（     ）歳 
 
6．将来の職種として，高齢者と働くことを計画していますか。（はい いいえ おそらく わからない） 
7．将来の職種として，子どもと働くことを計画していますか。（はい いいえ おそらく わからない） 
8．あなたはどの程度宗教的（信心深い）ですか。 
（全く宗教的ではない 少しは宗教的である  ある程度は宗教的である  非常に宗教的である） 
9．今までに高齢者と働いた経験はありますか。   （はい・いいえ） 
  ※「はい」と答えた人は，どのような状況下でしたか。
（                          ） 







（                          ） 




（はい・いいえ）※「はい」と答えた人は，授業名を書いてください（            ）   
12．今までに老人学に関する内容が含まれている授業を履修したことはありますか。 
（はい・いいえ）※「はい」と答えた人は，授業名を書いてください（            ）   
  
13．あなたはどの程度人の老化のプロセスについて精通していますか。 
 （全く精通していない あまり精通していない どちらともいえない 少し精通している  非常に精通している） 
14．もし「老化と高齢者」という名前の授業があったら，履修したいと思いますか。 





       1        2       3       4       5       6       7       8       9     
 
例： １＝まったくあてはまらない  5 =どちらともいえない  9＝非常にあてはまる 
 
1． (     ) 私は何かあったとき，他人よりも，自分自身を頼る。 
2． (     ) 私にとって他の人よりも仕事がうまくできることは重要なことである。 
3． (     ) もし同僚（友人）が表彰されたら，それを誇りに思う。 
4． (     )  両親と子どもは，可能な限り一緒に住むべきである。 
5． (     )  私は自分自身の判断にほとんどを頼っている。めったに他人を頼ることはない。 
 
6． (     )「勝つこと」は私にとってすべてである。 
7． (     )  同僚（友人）の精神的健康は私にとって重要である。 
8． (     )  家族の世話をすることは，たとえ自分のやりたいことを犠牲にしてもするべき 
私の義務である。 
9． (     )  私はときどき他人がどう思おうと，自分の好きなことをする。 
10．(     ) 競争は，自然の法則である。 
 
11．(     )  私にとって，人と一緒に時間を過ごすことは喜びである。 
12．(     )  家族は，たとえどんな犠牲が払われようとも，一緒にいるべきである。 
13．(     )  私の個人的なアイデンティティは，「他者から自立していること」であり， 
それは自分にとってとても重要なことである。 
14．(     )  他の人が自分よりもうまく物事をなし遂げると，緊張したり興奮する。 
15．(     )  他の人と協力できることは自分にとって気持ちが良いことである。 
 








Part 3 ：高齢者に対するあなたの考えに当てはまる数字を１～７から選んで記入してください。 
 
          1        2       3       4       5       6       7          
 
例： １＝まったくあてはまらない  ４=どちらともいえない  ７＝非常にあてはまる 
 
1． (     ) 高齢者は（高齢者用の）特別な住居に住むべきである。 
2． (     ) 高齢者は若い人々とも一緒に住むべきである。 
3． (     ) 高齢者は（自分たちとは）異なる人である。 
4． (     ) 高齢者は他の人と違うところはどこもない。 
5． (     ) 高齢者は自分を変えることはできない。 
 
6． (     ) 高齢者は新しく適応するために自身を変えることができる。 
7． (     ) 高齢者は年金生活者になったら，退職する。 
8． (     ) 高齢者はできるだけ長く働くことを好む。 
9． (     ) 高齢者は粗末な家に住む。 
10．(     ) 高齢者は清潔で，魅力的な家に住む。 
 
11．(     ) 賢明さは年齢とともに向上しない。 
12．(     ) 高齢者は年齢とともに賢くなる。 
13．(     ) 高齢者は社会に対して影響を与えすぎである。 
14．(     ) 高齢者は社会においてより影響力をもつべきである。 
15．(     ) 高齢者は他の人をしらけさせる。 
 
16．(     ) 高齢者は他の人をリラックスさせる。 
17．(     ) 高齢者の話は周りをうんざりさせる。 
18．(     ) 高齢者が過去の話をするのは良いことである。 
19．(     ) 高齢者は人の私事を詮索しようとする。 
20．(     ) 高齢者は彼ら自身の仕事に注意を払う。 
 
21．(     ) 高齢者はイライラさせるような失敗をおかす。 
22．(     ) 高齢者は若者と同じ失敗をおかす。 
23．(     ) 高齢者は近隣住民に悪影響を与える。 
24．(     ) 近隣住民が高齢者と交流することは素晴らしい。 
25．(     ) 高齢者はみんな似かよっている。 
 
26．(     ) 高齢者はみんな違っている。 
27．(     ) 高齢者はだらしない。 
28．(     ) 高齢者は清潔できちんとしている。 
29．(     ) 高齢者は怒りっぽく，不平が多く，不愉快にしている。 
30．(     ) 高齢者は快活で，感じがよく，陽気である。 
 
31．(     ) 高齢者は若者について不満を言う。 
32．(     ) 高齢者はほとんど若者に対する不満を言わない。 
33．(     ) 高齢者は過度の愛情を求める。 





Part 4 ：高齢者や高齢になることについて，あなたの考えに当てはまる数字を１～5 
から選んで記入してください。 
 
           1        2       3       4       5              
 
例： １＝まったくあてはまらない  3=どちらともいえない  5＝非常にあてはまる 
 
1． (     ) 私は高齢者といることを楽しむ。 
2． (     ) 高齢者と話すのは楽しいことではない。 
3． (     ) 高齢者といることは快適に感じられない。 
4． (     ) 高齢になると満足感を得ることが非常に難しくなるであろうことを恐れている。 
5． (     ) 高齢になったときに人生に満足することは期待していない。 
 
6． (     ) 高齢になったとしても自分のやりたい大抵のことはできると信じている。 
7． (     ) 高齢になることを想像しても何の心配もない。 
8． (     ) 老化することを少しも恐れていない。 
9． (     ) 鏡を見て白髪を発見する日のことを恐れている。 
10. (     ) 高齢になって，自分の友人が皆亡くなってしまうことを恐れている。 
 
11. (     ) 高齢になったら，人々が自分を無視するのではないかと心配している。 
12. (     ) 高齢になったとき，人生に意味が見い出せなくなることを恐れている。 
13. (     ) 両親が年老いたときの健康と彼らの世話について心配している。 
14. (     ) 私の両親は高齢になってもきちんと世話をしてもらえるだろう。 
15. (     ) 高齢の両親の世話をすることが，私にとって非常に耐えがたいことに 
なるであろうことを恐れている。 
 
Part 5：あなたにあてはまる数字を１～5 から選んで記入してください。 
 
           1        2       3       4       5              
 
例： １＝まったくあてはまらない  3=どちらともいえない  5＝非常にあてはまる 
 
1． (     ) 全般的に，私は自分自身にはいろいろな良いところがあると思う。 
2． (     ) 全般的に，私は自分に自信がない。 
3． (     ) 全般的に，私は自分自身をとても受け入れている。 
4． (     ) 私はたいていのことが他の人と同じようにできる。 
5． (     ) 私は自分自身に肯定的な（前向きな）姿勢を持っている。 
 
6． (     ) 何か問題に直面しても，大抵の場合いくつかの解決法を見つけることができる。 
7． (     ) もし一生懸命に努力すれば，困難な課題も乗り越えることができる。 
8． (     ) ベストを尽くして，たとえ失敗したとしても，そこから立ち直ることができる。 
9． (     ) 困難に陥ったときにも，元気でいることができる。 







Attitude towards Aging and Older Adults  
among Japanese College Students




college… students.… In… addition,… horizontal/vertical–individualism/collectivism… scale,… attitudes…
toward…old…people…scale,…the…aging…anxiety…scale,…self-esteem…scale,…and…self-efficacy…scale…were…
administered. With regard to gender difference, male students showed statistically higher scores 
on “Vertical Individualism,” “Horizontal Individualism,” and “Self-Esteem.” On the other hand, 
female students showed statistically higher scores on “Horizontal…Collectivism.”  There were 
negative… correlations… between… “Aging…Anxiety” and “(Positive)…Attitude… toward…Old… People,” 
“Self-Esteem,” and “Self-Efficacy.”…There…were…positive…correlations…between…“Attitude toward 
Old People” and “Self-Efficacy,” “Vertical…Collectivism,” and “Horizontal…Collectivism.” That 
implies having a dominant cultural orientation in the relevant society would affect the positive 
attitude toward aging and self-efficacy.
【Keywords】horizontal/vertical–individualism/collectivism,…attitudes…toward…old…people,…
………………………………………………………………aging…anxiety,…self-esteem,…self-efficacy
